
第１４号

〒169-0072
東京都新宿区大久保２－３－４
出光新宿ビル ４F
Tel :03-6205-6677
Fax:03-6457-6759

最寄駅
副都心線 東新宿駅より徒歩５分
〃 西早稲田駅より徒歩５分

発行責任者
専務理事
田中 久夫

発行日 ２０１６／１０／２０

理事会から （第１２期、第１３期）

第６回 （2016年9月6日開催）
第１号議案
第１２回通常総会の招集及び議案の件

第２号議案

第１２期報告書（事業報告書及び決算関
係書類）及び議案承認の件

第１回（2016年9月27日開催）

第１号議案

第１３期 役員報酬決定の件

◆次回第13期第２回の理事会は、11月
17日開催予定です。

第１２回通常総会報告

第１２回の通常総会を９月２７日（火）１５：００～１６：００まで、パルシ
ステム生活協同組合連合会本部のラクアス東新宿にて開催いたしまし
た。当日はご来賓に、東京都中小企業団体中央会の相川道大様、パ
ルシステム連合会理事長の石田敦史様をお迎えして、ご挨拶をいただ
きました。会場には組合員、賛助会員のほか、顧問、アドバイザーの皆
様にもご出席いただき、総勢３１名の参加となりました。

議長には梶理事長が選任され、第１号議案から第４号議案まで、田
中専務、及び金城顧問より提案。岩井監事から監査報告を受けて採
決に移り、全議案可決承認されました。

今回は役員改選の時期ではありませんので、役員は引き続きあと１
年間となります。

懇親会はJASMEQの会議室に場所を移して開催しまし

た。参加は２６名で、パルシステム連合会の石田理事長
とパルシステム山梨の白川理事長にもご参加いただき、
交流を深めました。

記念講演会

梶理事長挨拶 田中専務議案提案

総会終了後にはパルシステム山梨の白川恵子理事長に『「地域と共
に」のテーマから見えてきたもの』と題して、ご自身の活動から、パルシ
ステム山梨の活動、地域とのつながりなどについてお話しいただきまし
た。「産直」と「環境」「地域サポート」が３つの柱とのこと。長い間ぶれる
ことなく活動してきた事が今につながっていると、改めて思いました。

パルシステム山梨 白川理事長

懇親会

事務所３階休憩室にて



ＪＡＳＭＥＱ品質・衛生管理支援事業の
Ｈ２７年度実績とＨ２８年度計画

第１２回ＪＡＳＭＥＱ通常総会（９／２７）に報告させていただきましたが、Ｈ２７年度の主な品質・衛生管理
支援事業の実績は以下のようになりました。
■「食品工場で働くための講座」
初級編：食品工場で働く職員、パート職員さんに、４単元（約５か月間）に分けて学習していただ
いています。これまで１期生～１０期生まで１５０名の受講修了されております。
＜第１単元・食品工場での衛生管理＞＜第２単元・異物混入＞＜第３単元・基準とルール＞＜第
４単元・食品の安全安心＞として、食品工場の基本の「一般的衛生管理」「５Ｓ」から「食品関
連法規」までの基本を学んでいただく構成としています。
中級編：「ＨＡＣＣＰによる管理方法を学ぶ」として、中堅職員及び管理的立場の職員を念頭に、
４単元（約５か月間）に分けて学習していただく内容となっています。組合員各社からの要請を
受けて、昨年度から開始しました。１期生～２期生まで試験的受講者も含め９名の受講をいただ
いております。
＜第１単元・手順１～２、製品説明書等＞＜第２単元・手順４～６、製造工程図、危害要因分析
＞＜第３単元・手順７～１０、ＨＡＣＣＰについてと改善方法＞＜第４単元・手順１１～手順１
２、検証と記録とまとめとしてＨＡＣＣＰ総括表の作成＞の構成としています。また、オプショ
ンとして修了者には「他工場見学交流」の仲介もさせていただいています。１期生は「パル・ミ
ート山形事業所」に受け入れをしていただきました。

■現場力ＵＰセミナーとして「現場での異物対策の実事例」として１３社１６名の参加をいただきました。
内容は、ＪＡＳＭＥＱ顧問・アドバイザー講師により、「なぜ異物混入苦情は減らないか（佐藤
邦裕氏）「防虫防鼠対策の現場状況と管理改善ポイント（伊藤佳和氏）」「製造ラインの異物混
入箇所と管理改善ポイント（中村優氏）」「異物混入困難クレーム対応事例（監物今朝雄氏）」
として実施しました。

■「ＨＡＣＣＰリーダー養成（３日間）講習会」を、パルシステム協力会品質管理部会の協賛をいただき開
催しました。これまで３００名を超える方が参加・修了していただいています。内容は、ＨＡＣ
ＣＰの日本への導入から定着を進められてきた、代表的なお一人である、加藤光夫責任講師（㈱
フーズ・デザイン）にお願いして、「日本版ＨＡＣＣＰ」構築承認、あるいは各第三者システム
認証がもとめる、チームリーダー等の能力要求に該当する「相当程度の知識を有する者」に該当
するレベルの学習（グループワーク含）をしていただき、修了証として証明させていただいてい
ます。

■他に「工場での自主活動支援」「工場の訪問点検アドバイス」「記録点検によるアドバイス」「ＨＡＣＣＰ・ＩＳ
Оマネージメントシステムの構築、維持更新コンサル」、情報提供として隔月発送（メールＢＣＣで５０名
程）としての「ＪＡＳＭＥＱ食品製造ＱＣ通信」を、１０号まで発行させていただいています。

今年度（Ｈ２８・８月～Ｈ２９・７）も、皆さんのご
意見ご要望をいただきながら、「現場力ＵＰセミナ
ー」（１／１９実施予定で準備中）「ＨＡＣＣＰリー
ダー養成（３日間）講習」（３／２９～３１実施予
定で準備中）「通信教育初級１１期・中級３期」
（４月案内予定）で準備を進めています。
また、今年度からは組合員・賛助組合員から
要請を受けていました「ＪＡＳＭＥＱ認証制度」
についても、理事会でご議論を開始させていた
だいていますので、年度内には開始できるよう
に準備を進めていますので追ってご案内させて
いただきます。
引き続き、ご協力ご支援いただけますようお
願いします。

監物 中村

１１月１１日(金） 開催の「第７回ＪＡＳＭＥＱ
商品事故削減会議」をご案内中です

＜工場訪問職員学習会の実施事例＞
テーマ

「利用者：お客様に喜んでもらえる製品を作るには何が
大切か」

進行概要

■お客様は食品についてどんなことを要求しているか。
（13：45～14：00）
「問い合わせ内容グラフ」「食品の安心アンケート」
■Ｋ社での取り組み事例紹介等。 （14：00～14：15）

「うっかりミス」による事故事例「不良品を出荷しないため
にすること」の再確認作業について
■「不良品を出荷しないためにすること」

（グループ演習）
・進め方説明及び準備 （14：15～14：30）
・グループ作業（話し合い⇒表記入 （14：30～15：45）
＝途中休憩＝
演習結果についての発表・質問 （15：45～16：15
10分×３グループ）
■講評 （16：15～16：30）

16：30終了



おすすめ商品の紹介

6個

（パルシステム冬ギフトカタログから転用しました）

ＴＰＰについて その１

先日パルシステム山梨主催の堤未果氏講演会「報道されないＴＰＰの真実と守るべき日本の宝」に
参加しました。まずは大統領選の話しから始まり、自由の国アメリカは株式会社国家になってしまっ
た。企業は巨大化し、利益を求めるためにコスト削減、効率化を図り、そのしわ寄せは労働者、国民
にきていて、格差社会が広がっている。

貧困層の子ども達は大学にも行けず、いろいろな餌につられて戦地に送られている。そしてＰＴＳＤ
でメンタルをやられたり、劣化ウラン弾等で被ばくしたりしてボロボロになって帰って来る。コスタリカ
と日本だけが子どもを戦地に送らなくて良い国だ。

学校給食も、ファストフードに代わってしまい、安くて栄養価のない食事になっている。栄養士も給
食のおばさんもいらないので、費用が削減される。そして子ども達は虫歯や肥満が増えている。日本
もアメリカのようになろうとしているのだ。

ＴＰＰが日本に上陸すれば、教育、給食、ＧＭＯ，医療、戦争などのあらゆる分野が狙われてくる。
邪魔者は協同組合、地産地消、親や教師たち、地域のつながり、地方紙、地方議員、自分で考える
国民だそうだ。自分と家族を守るために、地域単位でつながり、伝え、小さく行動していくことが大切
との事です。私達の生活に大きく影響のあるTPPですが、その情報は上手く伝わっていません。でき
るだけ自分で正しい情報をとりに行き、多くの人に伝えたいと思います。（坂本）

堤 未果（つつみ みか）

国際ジャーナリスト。東京都生まれ。ニューヨーク市立大学大学院国際関
係論学科修士号取得。国連、アムネスティ・インターナショナルＮＹ支局員、
米国野村証券を経て現職。日米を行き来し、各種メディアで発言、執筆活
動を続けている。「ルポ貧困大国アメリカ」で日本エッセイストクラブ賞、新
書大賞受賞、「政府は必ず嘘をつく」で早稲田大学理事長賞受賞。近著
に「沈みゆく大国アメリカ」、「政府は必ず嘘をつく」など。

今後ＴＰＰについてシリーズでお伝えします

京都大安より。
国産原料を使用した「千枚漬」、「きざみすぐき」、「赤か
ぶら切漬」の詰合せ。

山形県産の果物を贅沢に使用したゼリー。
「さくらんぼ」、「ラフランス」、「赤すもも」の３種。

ＪＡＳＭＥＱおすすめ商品のご紹介
今回は「冬ギフト」（10/17～12/9注文）の
カタログ掲載商品です。



埼玉県深谷市の漬物メーカー、マルツ食品さんからのお誘いで10月7日（金）
に川口ブルワリーで開催された、「漬物・酒・ＢＡＲin川口＠0363」に参加してき
ました。深谷の野菜を使った美味しいお漬物と若手杜氏が生み出す深谷の地
酒がイタリアンとコラボレーション！地産野菜にこだわった「トラットリア0363」の
橋本オーナーシェフの手により、今までにない日本酒の楽しみ方をご提案してい
ただきました。（富永）

漬物・酒・BAR in 川口ブルワリー

ホームページ：http://.jasmeq.com/

メールアドレス：m.sakamoto@jasmeq.com

TEL：03-6205-6677 FAX：03-6457-6759

広報紙『JASMEQ』第14号をお届けします。ホームページもぜひご覧ください。

今回の編集後記は、中村顧問の登山紀行です。

今年の夏は少し時間が取れたので、高さNO１～３位まで

の山に行くことが出来ました。NO１はもちろん富士山。毎年

行っていますが、今年は１週間で２回行きました。そしてNO

２の北岳、この山も昨年行きましたが、頂上目前で諸事情

でひきかえすことに。今年は再チャレンジとなりました。NO３

タイとなった間ノ岳（奥穂高岳は今まで単独NO３で何回も登

っていますが、測量の結果現在は３位は２つとなっています）

です。 昨日１０月１６日に上高地に行ってきましたが、紅葉は遅れていて見ることは

できませんでした。昨年の冬も雪が少なかったりと温暖化の影響が、山の中で顕著に

出てきています。自然に触れるたびに生活の便利さの追求とは、これで良いのかと考

えさせられてしまいます。（中村）

投稿歓迎 組合員の皆さんからの原稿や写真をお待ちしております。身の回りの話題やニュース、

組合員の皆さんに知らせたいこと、なんでも構いません。上記メールアドレスまでどうぞ！（坂本）

編/集/後/記

マルツ食品株式会社 代表取締役鶴田氏

「生産者の方々に大切に育てていただい
た新鮮な野菜だからこそ、素材の味を生
かしたい」そんな思いでマルツ食品のお漬
物はほとんどが無添加で漬けられていて、
使用する調味料も地元で生産されている
ものにこだわっています。

本日のお料理
１．各種漬物盛り合わせ
２．発芽大豆のマカロニサラダ
３．パプリカぴくるすのサラダ
４．マスカルポーネと奈良漬け
５．レンコンのピザ
６．麦みそつけの鶏ももグリル
７．麦みそカレーとフルーツ福神漬けのドリア
８．のらぼう菜の焼きそば

mailto:m.sakamoto@jasmeq.com

